令和元年度　教科別の授業改善推進プラン　　　　　　　　　　　東大和市立第六小学校　音楽
	
	内容別・課題別の課題分析
	具体的な授業改善策
	評価・反省

	二
年

	・歌唱においては、明るく大きな声で歌うことができる児童がほとんどである。曲想を感じ取って表現を工夫することに課題がある。
・器楽においては、どのように演奏するかについて思いをもつことや、思いに合った表現をするために必要な技能を身に付けることが課題である。

	・歌唱においては、どのように歌うかという思いを基に、実際に歌って確かめていく過程を多く取り入れ、少しずつ表現の工夫ができるようにする。
・器楽においては、曲想の感じ取りを深めたり必要な技能を身に付けたりしながら、感じ取ったことを基にいろいろな表現の仕方を体験するようにする。
・一人で歌ったり、演奏したりすることに挑戦する時間を設け、友達の演奏のよかったところを伝え合うようにし、主体的に学び合う姿勢を育てる。
	・曲想や歌詞の内容を生かし、工夫して表現しようとする児童は増えたが、声の出し方については課題が残る。

・表現するために、必要な技能を児童の９割が身に付けることができた。どのように演奏するかという思いをもたせるのが課題である。

・一人で演奏することに積極的な児童が増え、発表する友達の演奏を静かに聞き、よさを伝える活動により、学び合うことができた。

	　三
年

	・歌唱においては、正しい姿勢で口を大きく開けて歌う児童が多い。歌唱表現を工夫する手掛かりを曲の特徴に求めて表現を作り出す力が身に付くようにする。
・器楽においては、運指の習得も多くの児童ができているが、曲の特徴をとらえた表現を工夫することが課題である。
	・歌唱においては、曲の特徴を意識して聴いたり、感じ取ったことや想像したことを伝え合い、それを生かして歌ったりする経験を積み重ねていく。
・器楽においては、曲の特徴を意識して聴き、感じ取ったことや想像したことを伝え合うことと実際に演奏してみることを繰り返しながら、曲の特徴を捉えた表現ができるようにする。
・友達の演奏を聴き合う時間を設け、よかったところを伝え合い、学び合いができるようにする。
	・歌唱においては、曲の特徴を感じ取ることはできるが、歌い方を工夫できる児童はまだ少ない。
・曲の特徴を感じ取り、伝え合うことはよくできるが、基礎的な技能を身に付ける段階で、演奏の工夫については課題が残る。
・友だちの演奏を聴き合い、よさを伝え合うことで、学び合うことができた。

	　　　
四
年

	・歌唱においては、正しい姿勢で口を大きく開けて歌える児童が多い。知識や技能を得たり、生かしたりしながら、歌唱表現を工夫することに課題がある。
・器楽においては、右手の運指が身に付いていない。右手の運指を正しく覚えることが必要である。その上で，技能を活用し、表現を工夫できるようにする。
	・歌唱においては、これまでに修得した知識や技能を活用しながら、どのように歌うかという思いをもてるようにし、その思いを基に表現を工夫する体験を重ねていく。
・器楽においては、リコーダーの右手の運指が身に付くよう、適切な楽曲を選曲し、スモールステップで練習に取り組めるようにする。そして、演奏の仕方を工夫することによって音色や響きが変わることに気付くことができるよう、様々な表現を試すようにする。
・友達と協力して音楽をする楽しさを感じられるように、ペア学習やグループ学習を取り入れながら、協力して活動できたことを褒め、伸ばしていく指導をする。
	・歌唱については、どのように歌うかという思いはもてるが、それを生かして工夫することが難しい。
・リコーダーの右手の運指は身に付けることができた。基礎的な技能は向上したが、演奏の工夫についてはまだ課題が多い。
・児童の実態から、グループ学習が難しかったが、ペアで協力して活動できたときは褒め、少しずつ友達と協力してできるようになった。

	　五
年

	・歌唱においては自然で無理のない響きのある発声で歌える児童が多いが、曲の特徴にふさわしい表現を考えて歌うことができるようにする。
・器楽においては、どのように演奏するかについて思いや意図をもって表現することに課題がある。
・鑑賞においては、感じ取ったことと音楽を形づくる要素を結びつけて聴くことが難しい。
	・歌唱において曲の特徴についての理解を深め、どのように歌うかという思いをもてるようにし、思いをもって表現を工夫することで歌唱表現が豊かになることを価値付けていく。
・器楽の学習においてはペアやグループで楽器の特性を生かした楽器の組み合わせを工夫したり、演奏表現を工夫し、互いに聴き合ったりしながら表現の良さを認め合う体験を重ねる。
・音楽を形づくる要素を意識できるように歌唱や器楽の学習を通して指導をし、それを豊かに表現できるように児童の語彙を増やしていく。
	・歌唱においては、曲の特徴を感じ取り、どのように歌うかほとんどの児童が思いや意図をもてるようになった。表現を工夫する力も育てることができた。
・器楽においては、ペアやグループで楽器の組み合わせを工夫して合奏したり、互いに聴き合う活動を取り入れたりして、表現のよさを認め合えるようになった。
・音楽を形づくる要素に着目しながら歌唱や器楽と関連させた指導をし、児童の語彙力も高め表現の幅を広げることができた。

	　
六
年

	・歌唱においては、響きのある発声で歌える児童がほとんどであるが、表現を工夫しながら歌うことに課題がある。
・器楽においては、知識や技能を得たり、生かしたりしながら、表現を工夫することに課題がある。

・鑑賞においては、音楽を形作っている要素を聴き取ることはできるが、感じ取ったことに関連させて聴くことが難しい。
	・歌唱活動においては、児童の思いを引き出しながら指導し、表現を工夫する経験を積んでいく。
・器楽の学習においては、児童同士が教え合う活動を取り入れ、基礎的な技能の力を高めるとともに、曲の特徴を根拠に器楽表現を工夫する体験を重ねる。
・鑑賞においては、感じ取ったことと気付いたことを関連させて聴けるようにワークシートを工夫する。
	・歌唱においては、曲想に合った表現を考えたり、歌詞の意味を感じ取らせたりする活動を取り入れ、表現を工夫しようとする児童が増えた。
・器楽においては、全体的に基礎的な技能を高めることはできたが、表現の工夫まで至らない児童もいる。
・鑑賞においては、ワークシートを工夫し、感じ取ったことと気付いたことを関連させて聴けるようになった児童が増えた。


